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1．  はじめに 

 
  HPLCカラムの特性はゲル素付に依存する部分が大きい．従来、HPLCゲルとし 

 ては周知の如くシリカゲル系や hydrophobic polymer 系が主として使われてきた．これ 

 に対して Asahipakは hydrophilic polymer を素材としており、hydrophilic／ 

 hydrophobic interaction のバランスや pH耐性等でこの素材特有の性質が発揮される． 

 Asahipakを用いると対象物質の持性に応じ、またキャリヤー条件の選択によ 

 って下記のような多様なモードで分析できる。 

   G Sシリーズ  ：水溶媒系 GPC 

 
               有機溶媒系 GPC 

 
                吸着クロマトグラフィー 

 
   E S シリ ーズ：  イオン交換クロマトグラフィー 

 
 Asahipak GSシリーズに充填されているゲルはビニルアルコール単位に基く 

hydrophilicity と恐らく－C－C一主鎖に基く hydrophbicity の両特性を持っており、、 

 どちらの特性を利用するかによっていろいろなモードでの HPLC分析が可能である． 

 今回は、主として生体成分分析への応用を紹介したい． 

 
2．水溶媒系 GPCカラムとしての応用 

 Asahipakは PEG，多糖類，蛋白，核酸等多様な成分に対し、キャリア一条 

 件を適当に選ぶと、保持時間～log MWのプロットで滑らかな曲線が得られ、GPC 

（SEC）のモードで分析することができる． 

 

 

 

 

 

 

 



Asahipakのグレードは表 1 に示したが、排除限界の異なる多種のグレードを 

 
  表 1．Asahlpak GSシリーズの基本持性 

 
揃えており、分子量 50～100 ダルトンの小さい分子から、1000 万という非常に 

大きい分子量のポリマーまで 広範囲の分子量の物質の分析、分取に適用可能である． 

 Asahipakの特徴の一つは排除限界の大きいグレードでも充分な硬さを実現す 

ることに成功したため、全グレード 9μという微細粒径ゲルで揃えることができた．従 

つて、特に数 10 万以上の高分子の領域で従来にない高分離を実現できる． 

 一例として DNA断片の分離例を Fig．1 に示した． 

 一方、ビニルアルコールコポリマーゲルの特徴として、シリカゲル中のシラノール基 

のような強力な吸着サイトを持たないため、多くの対象物質について高い回収率が待ら 

れる．従って、分離しにくい成分に適用する場合、リサイクルクロマトを適用すること 

ができる． 

 

 

 

 

 



 Myoglobin と Cytochrome C   

のリサイクルクロマトの例を 

Fig．2 に示した．シャープな 

ピ－クが 10 回以上のリサイ 

クルでベースラインに近く分 

離し、しかも同一面積を維持 

していることが回収率の高さ 

を示している． 

 その他、いくつかの GPC 

分析の例をご紹介したい． 

 

 

 

 

 

 

 



3． その他の Asahipakに特徴的な 

応用 

 
 Asahipakは hydrophilic 

polymer gelという素材に基き、対 

象成分とキャリアー条件によっては 

従来のカラムにない特徴的な分離を 

実現できる． 

 ポリマー鎖の持つ弱い疎水的な相 

互作用を利用する“逆相的”な分離 

が主であるが、いくつかの例を紹介 

する． 

 

 

 

 

 
核酸成分等の“isocratic”分離 

ゲルの持つ弱い疎水的な特性を生かした“逆相的”な分離であり、多く “isocratic” 

分析が可能なことから実用上の利点が大きい．応用範囲は核酸成分に限 

らずベプチド，ビタミン，アルコール，カルボン酸等、アルキル基，フェニル基， 

ヘテロ環含有分子等多岐に亘る． 

 
・ ODSで保持が低い成分の“isocratic”分離 

  ODSは適用範囲が広くシャープな分離のできる良いカラムであるが、極性の 

 強い化合物の場合いわゆるスッポ抜けで，良好な分離が待られないことがある． 

 このような場合、主として Asahipak GS－320 を用いると良好な 

 分離を isocratic条件で得ることができる． 

  このような例として、ベプチドの例を Fig．4 に示した． 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



・クルードなサンプルの生打ち 

 Asahipak特に GSシリーズは疎水的相互作用が弱くシラノールのよう 

 な非可逆的吸着サイトもないので多種多様な成分を含む血清，尿，反応液等のク 

 ルードなサンプルでも多くの場合直接注入することができる． 

一例として血中グルタチオンの分析例を示した。         Fig.5 

 

 

 

 

 



アルカリ条件下でのクロマト 

 Asahipakはシリカ系と異なり、アルカリ条件下でも安定に使用する 

ことができる． 

 一例を Fig．6 に示したが、このサンプルは放線菌が生産する昆虫のキチナー 

ゼ阻害物質であり、塩基性が強い．シリカベースの担体を用いた逆相クロマト 

グラフィーでは回収率が低かったが、Asahipak ES－502Cを用 

いた陽イオン交換クロマトグラフィーでは良好な分離データを得ることができ 

た． 

 

 

 

 

 

 

 



 
4．おわりに 

 以上、hydrophilic poIymer gel充填カラム Asahipakのいくつかの応用別 

 を記したが、GPC分離は hydrophilic polymer gelの Hydrophilicity に基く分離で 

 あり、その他の応用例に示した“逆相的”な分離は hydrophilic polymer gelが持つ弱 

 い hydrophobicity を生かした分離である． 

 高分離能、サンプルの適用範囲の広さ、アルカリ条件下の安定性、有機溶媒使用時の 

 安定性、品質安定性等々を生かして、益々多くの分野でお役に立つことを期待したい． 

 

 


